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2B-12) 頭蓋 内眼窟 内病変に対する

frontozygomatic approach にr)いて
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我々は頭蓋内及び限窟内にまたがるような病変に対 し

て crajni()facialsurgeryを応用 して,前頭側頭開頭iこ

supraorbitalbarを,･時的に切離 し,眼高上外側壁を

切除する fr(111tOZygOmaticapproacllによる手術を行っ

ている.この方法で手術を行ったil症例を報告する.

症例 :症例1:59歳男.眼構内に浸潤 した蝶形骨縁髄

状腺癌の多発性全身性転移の症例で,頭蓋内及び限窟内

の腫癌摘出術を行--,た.症例3:20歳男.交通事故で受

断で,救命のための外減圧術施行後,頭蓋骨及び限窟形

成術施行 した.症例4:52嵐乳 伐採中本が倒れ右限満

都に当り受傷 した.右前頭骨,墳骨,Bl()W()utrructure

を護 め , 慢性期に整復手術を行った.

れ頭蓋底再建が容易で頭蓋内眼蔵内病変には有用な手術

法である.
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【症例1】63歳,男.泥酔状態で,転落 し受像.左側

頚部に皮下血腫を認めた.意識清明後も,右に強い四肢

麻痔と.右 CS以下の触覚低下,左下肢の温痛覚脱失

を認めた.Brown-Sequard型頚髄損傷と診断 し,保存

的に加療 した.2週間後の myelography では,C34

の左側に discを認めた.この際髄液は xant.h(忙hromia

であった.MRIの T2強調画像では.C3.4 の右側に強

い highintensityを認めた. り-ビり後,独歩退院 し

外来通院中.

【症例2】74歳,男.バイクで転倒 し,搬入.意識は

清明で,右に強い四肢麻痔と,右半身の触覚低下,左半

身の温痛覚低下,左前頭部に打撲痕を認めた.ImyelogI･a-

phyにて OPLLと m による頚椎の cana1s上en()sis

を認めた.laminectomyを施行 し, り-ビリテ一一ショ

ン中.

【症例3】65歳,罪,左前頭部打撲によ隼受像.右に

強い四肢麻痔と, 左半身の温痛覚低下を認めた. disc

に対 し前方除任 ･固定術を施行 した.受傷機序など文献

的考察を加え て 報 告 す る .

2B-･14) 外 侮を契機として発症 した頚椎後縦靭

帯骨化症の2例
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頚椎後縦靭帯骨化症 (類推 OPしい は,_L肢とくiこ

手指の知覚障害や巧敵運動障害などにより発症すること

が争いが,交通事故,転落.転倒などによる頚椎への外

傷を契榛として脊髄症状が発現することも少なくない.

今回,我々は転倒によって中心性頚髄損傷症候群と右片

麻噂にて発症 した頚椎 Ol〕エーⅠ.の2例を経験 したので報

告する.症例 lは,58歳の男性で,飲酒後に自転車で転

倒 し前額部を打撲 した.両 上肢の脱力と両手指の しびれ

感を訴え入院 した.頚椎 Xt)にて C3_Sにかけて連続

型 OPL1-の所見と.Cl､で脊椎管矢状径の狭窄が認め

ドニ)Ilた.C2_6の椎弓切除術による後方除虻を行い軽快

した.症例2は,49歳の男性で,飲酒後にうー~)ぶせに転

倒 し.直後よJ)右不全片麻噂が出現 した.頭部 Cー｢で

は艶常たく,頚椎 Xp,Cr.MRlにて C4_6の連続型

OPLL と脊椎管矢状径の著明な狭窄が認め｢-'わた.前

方除虻を行い軽快 した.

2B-15) ･側._川をU)みの神経症 状 を呈す る頚 部

脊椎症.頚部椎間板-ルニ1'の画像所

見の検討
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通常の頚部脊椎症,頚部椎間板-′レエソ等の類推病変

では,-側上肢かtLl両側-と症状が進行することはよく

ふられるが,-I-側上肢のんの神経症状を呈する場合に画

して苦慮することもしば しば経験する.今回我々は一一側

上肢のんの神経症状を呈 し手術によって症状の改善を認

めた症例の画像所見を検討 したので報告する.対敏は,

一別上肢のんの神経症状を主訴に当科を受診し,自家椎

体骨移植による頚椎前方固定術 (1-3しべ′し)を施行

された15例 (男性11例,女性4例 く年齢29-74歳,平均

50.4歳),術前画像 (MRI,Myelography,CTM)上,

典型的 Lateraldiscprotrusion.spurformationを


